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期
日　

８
月　

日
�

２７

時
間　

午
前
８
時　

分
受
付

３０

場
所　

不
知
火
町
松
合
新
港

競
技
種
目

○
手
漕
ぎ
…
男
子
一
般
の
部
（
５
人
、

１
０
０
ｍ
折
り
返
し
）、
女
子
一
般

の
部
（
５
人
、　

ｍ
折
り
返
し
）、

７５

小
学
生
の
部
（
４
年
生
以
上
・
７
人
、

　

ｍ
折
り
返
し
）、
中
学
生
の
部

７５（
５
人
、
１
０
０
ｍ
折
り
返
し
）

○ 
櫓 
漕
ぎ
…
一
般
の
部
（
３
人
、
１

ろ
０
０
ｍ
折
り
返
し
、
必
ず
３
人
で
漕

ぐ
こ
と
）

チ
ー
ム
参
加
料

○
一
般
の
部
２
０
０
０
円

○
学
生
の
部
１
５
０
０
円

チ
ー
ム
定
数　

先
着　

チ
ー
ム
（
手

７０

漕
ぎ　

チ
ー
ム
、櫓
漕
ぎ　

チ
ー
ム
）

５０

２０

申
込
方
法　

商
工
観
光
課
・
各
支
所

産
業
課
・
松
合
出
張
所
・
不
知
火
町

商
工
会
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

参
加
料
を
添
え
て
、
不
知
火
支
所
産

業
課
ま
た
は
松
合
出
張
所
、
不
知
火

町
商
工
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月　

日
�

１１

�問
 
　

不
知
火
支
所
産
業
課

不
知
火
支
所
・
不
知
火
町
商
工
会

第　

回
不
知
火
海
伝
馬
舟
競
漕
大
会

１３

�
３
３
―
１
１
１
１

不
知
火
町
商
工
会

�
３
２
―
０
８
４
３

 　

短
い
標
語
で
防
火
・
防
災
を
訴
え

て
く
だ
さ
い
。

（
例
）
平
成　

年
度
の
最
優
秀
作
品

１７

「
教
え
ま
し
ょ
う
幼
い
う
ち
か
ら
火

の
恐
さ
」（
宇
土
市
・
三
角
令
子
さ
ん
）

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
防
火
標

語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
応
募
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

１
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す
。

◎
優
秀
作
品
は
当
消
防
本
部
の
広
報

紙
に
掲
載
す
る
な
ど
、
火
災
予
防
啓

発
用
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
各
賞
は
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
賞
５
点
で
、

入
賞
者
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月　

日
�
（
当
日
消

３１

印
有
効
）

�申
 

・
�問
 
　

〒
８
6
９
―
０
４
１
９

宇
土
市
新
松
原
町
１
５
９
―
１

宇
城
広
域
消
防
本
部

宇
城
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す

宇
城
広
域
消
防
本
部
総
務
課

「
宇
城
防
火
標
語
」
係

�
２
２
―
6
２
２
０

 　

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
の

標
語
・
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
標
語
】

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可

テ
ー
マ　

「
犯
罪
や
非
行
の
防
止
」

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
更
正
」

応
募
締
切　

７
月　

日
�

３１

【
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
】

応
募
資
格　

小
・
中
学
生

テ
ー
マ　

日
常
生
活
で
の
体
験
を
も

と
に
、
犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

原
稿
の
枚
数　

４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
〜
５
枚
程
度

応
募
締
切　

９
月　

日
�

１５

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

熊
本
県
実
施
委
員
会
事
務
局
（
熊
本

保
護
観
察
所
内
）

�
０
９
6
―
３
6
6
―
８
０
８
０

�問
 
　

市
役
所
総
務
課

�
３
２
―
１
１
１
１（
内
線
２
２
７
）

熊
本
保
護
観
察
所

�
社
明
運
動
�標
語
・
作
文
募
集

 
■
親
子
で
作
る
造
形
あ
そ
び

期
日
お
よ
び
内
容

○
８
月　

日
�

１３

　

西
村
繁
男
に
挑
戦
「
夢
の
額
ぶ
ち

作
り
」

○
８
月　

日
�

２０

　

動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

○
８
月　

日
�

２７

　

木
工
で
何
が
で
き
る
か
な
（
金
づ

不
知
火
美
術
館

こ
ど
も
美
術
館
参
加
者
募
集

ち
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

○
９
月
３
日
�

　

木
の
葉
で
描
く
お
便
り
カ
ー
ド

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

対
象　

小
学
生
（
保
護
者
も
ご
一
緒

に
ど
う
ぞ
）

定
員　

各
先
着　

人
程
度

２０

講
師　

田
実
都
氏

材
料
費　

各
７
０
０
円

�申
 

・
�問
 
　

不
知
火
美
術
館

�
３
２
―
6
２
２
２

うう
きき
うう
きき
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂田田田田田田田田田田田田田田田田黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎黎一一一一一一一一一一一一一一一一氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏がががががががががががががががが絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵画画画画画画画画画画画画画画画画寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈坂田黎一氏が絵画寄贈
　４月２５日から５月２１日にかけて、不知

火美術館で坂田黎一展を開催。同展終了

後、この時の出品作の一つ「黄昏の詩

（三角港）」（１９６８年作・１００号）が、坂田

氏から美術館に贈られました。ありがと

うございました。

三角港の海のピラミッドが建つ前は、
このような船着き場があったそうです

5
UKI CITY

July
広報うき2006・7・15

 
開
館
期
間　

７
月　

日
�
（
予
定
）

２０

〜　

月　

日
�

１０

３１

開
館
時
間

○
午
前
の
部
・
午
前　

時
〜
午
後
１

１０

時○
午
後
の
部
・
午
後
２
時
〜
５
時　

○
夜
間
の
部
・
午
後
6
時
〜
９
時

（
７
月　

日
�
〜
９
月
6
日
�
ま
で

２６

の
毎
週
�
・
�
は
、水
泳
教
室
の
た
め

午
後
6
時　

分
か
ら
と
な
り
ま
す
）

３０

※　

月
に
つ
い
て
は
水
温
の
関
係
上
、

１０
　

日
前
に
閉
館
す
る
場
合
も
あ
り

３１ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
角
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

７
月　

日
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

２０

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

利
用
料
金
（
１
回
）

○
中
学
生
以
下
１
１
０
円

○
高
校
生
以
上
２
１
０
円

そ
の
他

・
遊
泳
者
は
必
ず
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
生
３
年
以
下
の
大
プ
ー
ル
の

利
用
は
、
保
護
者
が
一
緒
に
入
水
し

て
く
だ
さ
い
。

・
施
設
内
で
は
、
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
引
率
者
の
入
館
は
無
料
で
す
。

�問
 
　

教
育
委
員
会
三
角
分
室

�
５
２
―
２
２
４
５
（
月
曜
日
）

三
角
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

�
５
２
―
２
４
８
８

 
期
日　

９
月
２
日
�

時
間　

午
前
７
時　

分
ア
ウ
ト
、
イ

３０

ン
同
時
ス
タ
ー
ト

場
所　

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
（
小
川
町
東
小
川　

�
４
３
―
５

５
５
５
・
�
４
３
―
４
6
５
８
）

対
象
者　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人
。
原
則
と
し
て
４
人
１
組

参
加
料　

２
０
０
０
円

プ
レ
ー
料
金
（
ビ
ジ
タ
ー
）

○
キ
ャ
デ
ィ
・
食
事
付
き

　

１
万
１
０
０
０
円

○
セ
ル
フ
・
食
事
付
き

　

８
５
０
０
円

市
ゴ
ル
フ
協
会

第
３
回
宇
城
市
民
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

申
込
方
法　

ワ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
電
話
予
約
の
上
、
各
支
部
、

管
内
ゴ
ル
フ
場
・
練
習
場
に
備
え
付

け
の
申
込
表
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ゴ
ル
フ
場
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月　

日
�　

２０

定
員　

先
着　

組
５０

表
彰　

１
〜
３
位
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
、

飛
び
賞
、
ニ
ア
ピ
ン
、
ド
ラ
コ
ン
な

ど
、
豪
華
賞
品
を
多
数
用
意

�問
 
　

市
ゴ
ル
フ
協
会
（
市
役
所
契
約

検
査
課
・
中
川
ま
た
は
農
政
課
・
川

崎
）　

�
３
２
―
１
１
１
１

 
期
日　

８
月
１
日
�
〜
９
月
１
日
�

の
毎
週
火
・
金
曜
日
（　

日
間
）

１０

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

場
所　

不
知
火
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
練
習
場
）
ほ
か

受
講
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人
で
、
今
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始

め
る
人
ま
た
は
少
々
経
験
の
あ
る
人

募
集
人
員　

先
着　

人
程
度

２０

受
講
料　

２
０
０
０
円

申
込
方
法　

７
月　

日
�
ま
で
受
講

２７

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

共
催　

市
教
育
委
員
会
、
不
知
火
公

民
館
、
不
知
火
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

�申
 

・
�問
 
　

不
知
火
公
民
館

�
３
２
―
０
２
７
７

市
ゴ
ル
フ
協
会
不
知
火
支
部

ゴ
ル
フ
教
室
受
講
生
募
集

 　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、 

２
０
０
３
年　

月
１
日
か
ら
関
東
、

１２

中
京
お
よ
び
近
畿
の
一
部
で
開
始
さ

れ
、
２
０
０
6
年
末
ま
で
に
は
、
す

べ
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
で
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴

い
、
２
０
１
１
年
７
月　

日
ま
で
に

２４

終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視

聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ビ
デ
オ
レ

コ
ー
ダ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ア
ナ

ロ
グ
チ
ュ
ー
ナ
ー
も
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談

セ
ン
タ
ー 

�
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

○
視
聴
エ
リ
ア
／
�
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.d
-p
a.org

総
務
省

地
上
デ
ジ
タ
ル
へ
の
完
全
移
行

【交通遺児等育成資金】
　独立行政法人自動車事故対策機構では、保護者
が自動車事故で死亡、または重度の後遺障害（自
賠法３級以上）となった被害者の家庭の遺児など
の健全な育成を図るため、育成資金の無利子貸付
けを行っています。
貸付対象者　０歳から中学校卒業までの児童
貸付金　◆一時金　　　１５５，０００円
　　　　◆月　額　　　　２０，０００円
　　　　◆入学支度金　　４４，０００円
貸付期間　貸付決定月から中学校卒業まで
返還方法　２０年以内の均等払い（月払い）
　　　　　（高校・大学への進学者はその間返還猶予）
【重度後遺障害者への介護料支給】
　自動車事故により、脳・脊髄または胸腹部臓器
に損傷を受け、常時または随時の介護を必要とす
る重度後遺障害者を抱える家族の精神的・肉体的
並びに経済的負担の軽減を図るため、介護料を支
給しています。
支給対象者　自賠責保険（共済保険）の等級が次
に該当する人
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介護料（月額）　① 58,570 円～ 136,880 円
　　　　　　　　② 29,290 円～　54,000 円

ただし介護に要する費用（訪問
介護・介護用品購入など）の負
担に応じて、上限額までの範囲
内で支給します。

問合せ先　独立行政法人自動車事故対策機構熊本支所
　　　　　� 096―322―5229

H１４.３.３１以前の事故H１４.４.１以降の事故種別

「第１級３号」また
は「第１級４号」

「第１級１号」また
は「第１級２号」

①常時介護

「第２級３号」また
は「第２級４号」

「第２級１号」また
は「第２級２号」

②随時介護




